
 

                                            

 

 

 

 明けましておめでとうございます。今年も変わりませずよろしくお願いします。元日から能登

半島を中心に大きな被害をもたらした地震で心が痛む年の初めとなりました。一日でも早い復

旧、復興を願うとともに、自分自身には何ができるのかを考え続ける日々です。 

昨年は感染症が５類相当に引き下げられ、これまで制限されてきた教育活動や地域と一体と

なった活動が少しずつできるようになってきました。おかげさまで部活動での活躍（多くの部の

中国大会や全国大会への出場）や地域行事へのボランティアとしての参加など、目に見える形で

成果を残すことができました。 

昨年１１月末に生徒会長選挙を実施し、令和６年の新生徒会長が選出されました。今学期から

は、１・２年生が中心となった新たな生徒会執行部が組織され活動を始めています。３年生は、

義務教育最後の学期を迎えています。すでに合格内定をもらった生徒もいますが、これから多く

の生徒が受験本番を迎えます。健康管理に留意しながら、これまで努力してきた成果を十分に発

揮してほしいと思います。そして、受験に向けて努力すると同時に、友達と過ごす中学生活の残

りわずかな日々を大切にしてほしいものです。何気ない日常生活こそがかけがえのない大切な

ものだということを、このコロナ禍にあった３年余りの日々と今回の地震の被害を目の当たり

にして再認識しました。３月９日の卒業式までの期間を慈しむように過ごしてほしいと思いま

す。 

今年も、教職員、生徒みんなで一日一日を大切につむいでいきたいと思います。この一年どう

ぞよろしくお願いします。 

 

 今回は、１２月に実施した学校評価の生徒アンケート、保護者アンケートの結果の主なものを

お伝えします。この結果を少しでも今後の学校経営に生かし、生徒、保護者、地域に信頼される

出雲三中をさらに目指していきます。 

 それぞれの質問項目に対して①そう思う、②だいたいそう思う、③あまりそう思わない、④そ

う思わない、⑤分からない、で答えていただきました。今回は①②を肯定的評価とし、③④を否

定的評価として集計しました。 

 昨年度と比較して肯定的評価の割合が１０ポイント以上下がったのは、生徒アンケートの「あ

なたの学級は学習のルールが守られ、学習に真剣に取り組む雰囲気ですか」と、保護者アンケー

トの「学校は、わかりやすい授業をめざして工夫している」の２つの項目でした。ともに授業づ

くりや学級経営に関わる項目です。このアンケート結果を真摯に受け止め、授業改善を進めてい

きたいと考えています。 

＜裏面へ＞ 

出雲市立第三中学校 令和５年度 学校だより第１０号  令和６年１月   

八雲立つ出雲三中 
        文責 校長 熊谷 和夫 

※ 三中ブログ（https://blog.izumo.ed.jp/daisan-chu/）を是非ご覧ください 



 

 

生徒アンケート （青色が肯定的評価、橙色が否定的評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者アンケート（青色が肯定的評価、橙色が否定的評価） 

 

 

 

学校評価の結果については、３月に発行します校報第１７７号で詳しくお知らせします。肯定

的評価の割合が大きかった項目が多かったのですが、前述したように改善の努力が必要な項目

もありました。よりよい三中教育を目指して全職員で取り組んでまいります。 

 


